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正
確
に
予
測
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
ま
た
、
予
測
が
現
実
と
一
致

し
た
と
し
て
も
、
そ
の
地
震
が
も

た
ら
す
影
響
は
予
測
以
上
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う

な
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
、

さ
ら
な
る
研
究
と
技
術
の
進
歩
が

求
め
ら
れ
る
。

今
回
の
地
震
が
示
し
た
こ
と

は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た

め
の
大
き
な
挑
戦
で
あ
る
。
災
害

の
中
で
苦
難
に
立
ち
向
か
い
、
復

旧
に
尽
力
す
る
人
々
へ
の
敬
意
と

感
謝
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
重
要
だ
。
こ
れ
ら
の
人
々

の
勇
気
あ
る
行
動
は
、
地
域
社
会

の
絆
と
互
助
の
精
神
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
は
、
物
理

的
な
安
全
対
策
を
超
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
協
力
関
係
と
支
援
体
系

を
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
困
難
な
時
期
を
経
験
し
、
私

た
ち
は
互
い
へ
の
理
解
と
支
援
の

価
値
を
再
認
識
す
る
。

プ
さ
れ
た
。

科
学
者
た
ち
は
長
年
、
地
震
予

測
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
て
お

り
、
国
土
交
通
省
「
日
本
海
に
お

け
る
大
規
模
地
震
に
関
す
る
調
査

検
討
会
」
は
、
日
本
海
側
で
発
生

す
る
可
能
性
の
あ
る
大
規
模
地
震

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
能
登
半

島
沖
を
含
む
日
本
海
側
の
活
断
層

に
つ
い
て
の
予
測
を
２
０
１
４
年

に
発
表
し
て
い
た
。

24
年
、
そ
の
予
測
さ
れ
た
シ
ナ

リ
オ
が
現
実
と
な
り
、
能
登
半
島

地
震
が
事
前
の
科
学
的
予
測
に
基

づ
く
活
断
層
に
沿
っ
て
発
生
し
、

予
測
の
精
度
と
地
震
学
の
重
要
性

が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
予
測
は

あ
く
ま
で
可
能
性
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
そ
の
発
生
時
期
や
規
模
を

続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
う
え
で

の
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

日
本
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
は
、
地
震
に
よ
る
製
造
業
や

農
業
、
水
産
業
の
停
滞
、
お
よ
び

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
を

考
慮
し
、
野
村
証
券
の
試
算
は
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
２
３
０
億
円
か
ら
５
０
０

億
円
押
し
下
げ
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興

証
券
の
試
算
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
６
４
０

億
円
押
し
下
げ
る
こ
と
を
見
込
ん

で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
震
予
測
の

重
要
性
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

学
的
に
は
北
西
－
南
東
方
向
に
圧

力
軸
を
持
つ
逆
断
層
型
で
発
生

し
、
震
源
地
は
能
登
半
島
の
沖
合

で
、
震
源
の
深
さ
は
16
㌔
㍍
で
あ

っ
た
。

建
物
の
損
壊
、
道
路
の
寸
断
、

通
信
の
遮
断
な
ど
、
多
く
の
イ
ン

フ
ラ
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
、
と
り
わ
け
古
い
建
物
や
耐
震

性
の
低
い
建
物
が
大
き
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
は
、
私
た
ち
が
自
然

災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

ま
た
地
震
後
の
復
興
作
業
は
、
持

１
月
１
日
、
私
た
ち
は
石
川
県

能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
地
震
と
い
う

厳
し
い
試
練
に
直
面
し
た
。
地
震

ボ
ル
テ
ッ
ク
ス

安
田

憲
治   

◇
や
す
だ
・
け
ん
じ

一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
。
大
手
総
合
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
企
業
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

の
経
営
戦
略
へ
の
反
映
に
取
り
組
む
。
現
在
、
株
式
会
社
ボ
ル
テ
ッ
ク

ス
に
て
、
社
内
デ
ー
タ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
。
多
摩
大
学
社

会
的
投
資
研
究
所
研
究
員
。

２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震


災
害
か
ら
学
ぶ
持
続
可
能
性


